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2020 年 第 31 回 JAICOH 総会・学術集会 のお知らせ（第１報） 

 

日   時： 2020年７月４日（土）・５日（日）（予定） 

会   場： 都内会場 

 

大 会 長： 有川量崇（JAICOH副会長 日本大学松戸歯学部衛生学講座教授） 

準備委員長： 竹内麗理（JAICOH理事  日本大学松戸歯学部生化学・分子生物学講座） 

 

主   催： 歯科保健医療国際協力協議会 

共   催： 日本大学松戸歯学部国際保健部 

 

 

７月４日（土）午後には学生セッション、プレ懇親会、５日（日）には特別講演、一般演題発表、

懇親会を予定しています。皆さまのご参加をお待ちしています。 

http://jaicoh.org/
mailto:info@jaicoh.org
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第 30回 歯科保健医療国際協力協議会(JAICOH)総会および学術集会 

大会長報告 
大会長 眞木 吉信                 

（東京歯科大学衛生学講座 名誉教授） 

 歯科保健医療国際協力協議会（JAICOH）設立 30 周年記念の年に、30

回目の総会および学術集会を、新旧 100 名を超える会員の協力のもと

に、30年前の設立総会と同じ水道橋の東京歯科大学で、大会長として開

催させていただいたことには感慨深いものがありました。 

学術集会は 2019年７月 6・7日の２日間の日程で開催され、１日目の

特別講演では、本協議会の活動初期から途上国現地のカウンターパート

としてかかわっていただいた、ミャンマーの Kyu Kyu Swe Win 教授

（Professor & Head, Department of Oral and Maxillofacial Surgery, 

University of Dental Medicine, Mandaly, Myanmar）より、本協議会

とのかかわりとミャンマーにおける歯科保健医療体制や歯科医学教育

の変遷について興味深い話をいただきました。２日目の招待講演では、宮田隆先生のご厚意により

Aloungnadeth Sitthiphanh 先生を紹介いただき、ラオスの歯科保健医療と日本の協力に関する要

望も含めた話に聞き入ったところです。 

教育シンポジウムでは、阿部智先生（千葉市市議会議員）と門井謙典先生（兵庫県立医科大学歯

科口腔外科）より、『学生時代に涵養する人生開拓力』と『国際保健と

災害医療ついて』と題した基調講演のもとに、活発な議論を展開してい

ただき、今後の本協議会の方向性を考えることができたと思います。 

歯科保健医療国際協力協議会（JAICOH）設立 30周年を記念する大会

長講演（眞木吉信）は２日目の午前中にさせていただきました。続いて、

一般口演 14 演題の質疑が昼食をはさんで報告されました。多岐にわた

る国々における一つ一つの発表に対しては活発な質疑応答がなされ、

座長の先生方はご苦労されたことと思います。今回の総会は一般口演

をはさんだ昼の時間に開催されましたが、次期の大会長を決定し、執行

部は任期的にも継続となり、無事終了いたしました。 

２日間にわたる総会および学術集会への歯科医

療関係学生を含む歯科医療従事者の方々多数のご

参加をいただき、これからの歯科保健医療に関す

る国際協力を考える格好の機会になったと考えて

います。最後に本会の開催にあたり、昨年から頻繁

にお力添えをいただきました本協議会の執行部の

皆様と当日の総会・学術集会の運営を支えていた

だきました学生を含む関係者の皆様に心から感謝

申し上げます。 
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【ＪＡＩＣＯＨ３０ プログラム】 

☆７月６日（土） 東京歯科大学本館 13階（東京歯科大学水道橋病院）☆ 

教育シンポジウム 『学生時代に涵養する人生開拓力』 

阿部智（千葉市市議会議員） 

『国際保健と災害医療について』 

門井謙典（兵庫医科大学歯科口腔外科学講座） 

 

特別講演 『ミャンマーにおける歯科保健医療体制・歯科医学教育の変遷』 

Kyu Kyu Swe Win 

（Professor & Head, Department of Oral and Maxillofacial Surgery, 

University of Dental Medicine, Mandalay, Myanmar） 

 

☆７月７日（日） 東京歯科大学本館 13階（東京歯科大学水道橋病院）☆ 

大会長講演 眞木吉信（JAICOH副会長 東京歯科大学衛生学講座名誉教授） 

招待講演  Aloungnadeth Sitthiphanh 

（Vice President of Lao Dental Association, 

Former Vice President of University of Health Sciences） 

 

一般口演 

1.  国際歯科保健活動への学生の関わり方 

伊東紘世（東京歯科大学国際医療研究会），他 

2.  近年の国際医療研究会における APDSA部門の活動 

河村忠将（東京歯科大学国際医療研究会） 

3.  第 18 次ミャンマースタディーツアー事業報告 

宇梶淳平（東京歯科大学国際医療研究会），他 
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4.  カンボジア王国における歯科学生への僻地診療体験プログラムの取り組み 

谷野弦（歯科医学教育国際支援機構），他 

5.  ラオス人民共和国、カムアン県・サワンナケート県での口腔衛生教育活動の取り組み 

久家理恵（歯科医学教育国際支援機構)，他 

6.  ラオスにおける歯科技工士養成プログラムを運営して 

佐藤貴映（歯科医学教育国際支援機構），他 

7.  日露医学歯科医学交流について 

夏目長門（ロシア国立モスクワ第一医科大学） 

8.  ネパールにおける地域保健活動 ～自立と持続を目指して～ 

根木規予子（ネパール歯科医療協力会），他 

9.  「債務の罠」「宗教間対立」の問題を抱えるスリランカとその歯科領域 

近藤（志賀）千尋（近藤歯科） 

10.  口腔ケアを通した国際貢献 

夏目長門（一般社団法人 日本口腔ケア学会），他 

11.  最近のモンゴル歯科事情 

黒田耕平（日本モンゴル文化経済交流協会） 

12.  新東京歯科衛生士学校での国際教育について 

川島貴重（歯科医学教育国際支援機構），他 

13.  歯科医療従事者にできる新たな国際保健活動への貢献のかたち（パート３） 

馬場安彦（歯科医学教育国際支援機構），他 

14.  公衆衛生と１次予防と国際保健 

相田潤（東北大学大学院歯学研究科 国際歯科保健学分野），他 

 

第 30 回 JAICOH 総会・学術集会報告 

実行委員長 谷口 健太郎      

（東京歯科大学社会歯科学講座） 

第 30 回 JAICOH総会および学術集会は 2019年７月 6・7日の日程にて東

京歯科大学本館（東京歯科大学水道橋病院内）にて行われました。 

第一日目には教育シンポジウム、特別講演、プレ懇親会が行われました。

教育シンポジウムでは阿部智先生（千葉市市議会議員）より『学生時代に

涵養する人生開拓力』、門井謙典先生（兵庫県立医科大学歯科口腔外科）

より『国際保健と災害医療ついて』と題した講演を頂きました。フロアー

を交えたシンポジウムでは、主に若手の先生および学生から活発な質問が

なされ、「学生時代の有意義な経験を、卒後に活かしていくためにはどの

ようにしたらよいか？」といった点についても深い議論がなされました。

特別講演では、Prof. Kyu Kyu Swe Win（Professor & Head, Department 

of Oral and Maxillofacial Surgery, University of Dental Medicine, Mandaly, Myanmar）よ
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り、ミャンマーの歴史や、ミャンマーにおける

歯科医療体制や歯科医学教育について講演頂き

ました。 

第二日目には大会長講演、一般口演、招待講

演が行われました。大会長講演では、眞木吉信

大会長（東京歯科大学衛生学講座名誉教授）に

よる講演が行われ、JAICOH 設立以来の 30 年間

での世界及び日本における歯科国際保健医療の

変遷について解説がなされました。若手の先生および学生にとって改めて理解を深めることのでき

る機会となりました。一般口演では全 14 演題の口演が行われ、海外活動の発表はミャンマー、カ

ンボジア、ラオス、ロシア、ネパール、スリランカ、モンゴルと多岐に渡り、広く最新の歯科国際

保健の現状を学べる機会となりました。招待講演では Dr. Aloungnadeth Sitthiphanh によるラオ

スの歯科保健医療に関する御講演を頂きました。 

 第一日目のプレ懇親会、第二日目の本懇親会では多くの学生および歯科医療従事者の方々にご参

加いただき、親睦並びに活発な情報交換の場となりました。 

 最後に本会の開催にあたり、多大なるお力添えを賜りました関係者の皆様に厚くお礼申し上げま

す。 

 

 

先輩方の様々なご活動を受けて 

東京医科歯科大学歯学部３年次 原田 健太郎 

私は、今回初めて JAICOH の集会に参加させていただきました。私は公衆衛生の分野、Public 

health, Global の分野で、歯科医師として働きたいと思う中、７月６日（土）の学生セッションで

ご講演くださった先生方のご講演、紹介いただいたご活動はどれも感銘を受けるものでした。 

ご講演くださった門井先生、阿部先生には、学生時代をご紹介いただく中で、私と同じ学生時代

にどれほど活動的に様々なことに取り組まれていたかを知り、私の今後の学生生活について考える

機会となりました。門井先生からは、ホームレスや薬物中毒者を支援する団体に訪れる、阪神淡路

大震災の支援にバスをチャーターして向かうなど、その行動力に感銘を受け、阿部先生からは、様々

なスタディツアーなどを通して、ネットワークを広く作り国際医療のサークルを発展させるなど、

そうした繋がりを今に生かされていることを知り、学生時代にすることの大切さを学びました。 

特別講演としてご講演くださった Kyu Kyu Swe Win 先生は、当時のミャンマーで、女性で口腔外
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科のオペをする状況が難しい中で、口腔外科を学びたいという目的を達成するために来日するなど、

やはり、その行動力に大変感銘を受けました。 

私も、残り３年の学生生活であり、今自分が何をしたいのか、そのためには今何ができるかを考

え、先輩方のような「行動力」もって、実行していきたいと強く思いました。 

 

 

新東京歯科衛生士学校学生の感想 

○ 色々な国の歯科の実態など聞けて良かった。また、歯科衛生士として言葉も通じない人達にど

う伝えるか、どう指導していくかなどとても興味を持った。 

医師の話が多かったので、歯科衛生士の話や卒業してからどうしたらいいのか詳しく知りた

かった。 

まずは技術、知識をしっかり身に付けて、もっと勉強やコミュニケーション能力を上げてい

き、将来団体やボランティア活動に携われるように日々努力していきたい。 

○ 初めて学会を聴講したので、講演の雰囲気、空気感を肌で感じることができました。既に国際

ボランティア活動をされていらっしゃる方々の講演を聴くことで、国際ボランティアに対する

関心が強くなりました。 

考えるより、まず行動を起こすこと。行ってみて、現地で、生で感じないとわからない事は

たくさんあると思いました。 

インターネット検索で、ネット上の情報だけは存じ上げている先生方が数名いらっしゃいま

した。費用や時間の工面がつけば、将来的に国際ボランティアに参加させていただきたいと思

っています。人の為になる仕事に就きたいという初心を忘れないようにしたいと、改めて思い

ました。 

○ これから歯科衛生士になる私たちが、東京歯科大学歯学部の学生さん達の話を聴けて良かった

です。学生さんの方が「今、学生として何ができるのか」をちゃんと考えていて、素晴らしい

と思いました。 

質問などにすぐに答えられるのは、しっかりと内容を熟知しているからなのだと思いました。 

ミャンマーやラオスの歯科事情を知ることができました。 

東京歯科大学の学生さんと話せて良かったです。 

海外スタディツアーや APDSAに、いつか歯科衛生士の学生たちが参加できたらいいなと思い

ました。 
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○ 普段聴けないようなお話や実際のボランティア活動やその内容を知れる良い機会となりまし

た。 

ラオス理事長の講演が英語のみ

だった為、理解しきれなかったの

が気になりました。通訳やスライ

ド or冊子に日本語での解説がある

と嬉しいなと思いました。 

今回、歯科学生がとても活動的

に国際保健に関わっている事を知

り、私たち衛生士学生にも何かで

きる事はないか探してみようと思

いました。 

今回参加させていただいて、国際保健の現実、支援の状況、これからの進むべき方向性など

を色々な方向からお伺いすることができました。私自身、国際保健や国際保健から見る日本の

医療の問題も改めて考える良い機会となりました。ありがとうございました。 

○ 学生が海外ボランティアに行くまでの流れが分かった点、衛生士さんが行った具体的なボラン

ティア内容を知れた点、会うのが２回目の先生に挨拶ができた点が良かったです。 

最後、英語で 40 分間された説明が一つも分かりませんでした。仕方ないことだとは思いま

すが、少しでも日本語で説明を加えてくれるとありがたいです。 

日常英会話が必要だと思いました。 

発展途上という事もあり、日本より全てが遅れているのかと思っていましたが、水平位での

定診など進んでいるところもあることに気付きました。 
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事務局より 

2018 年度事業報告（2018年７月１日～2019年３月 31日） 

2018年 

６月 30 日    第 29回総会・学術集会開催 

・７月１日   ［中村修一（ネパール歯科医療協力会）、於 福岡ガーデンパレス］ 

７月         会報（第２号）発行 

９月 17 日    研修会開催 

             ［歯科医学教育国際支援機構・外務省Ｎ連案件報告会、 

主催：OISDE、共催：JAICOH、於 ワイム貸会議室 高田馬場］ 

11月        ニュースレター（第 80号）発行 

2019年 

３月 31 日    研修会開催 

［海外でこそ無事是名医・探検家 岡村隆 のサバイバル術、 

岡村隆（南アジア遺跡探検調査会）、於 ワイム貸会議室 お茶の水］ 

 

Seeds Projects 助成制度 審査結果 

2019 年２月４日、選考委員が審査を行い、下記２団体に総額 20万円（各 10万円）の助成を行

うこととした。 

 

１）団 体 名：東京歯科大学国際医療研究会（代表者：宇梶淳平） 

事 業 名：第 19次ミャンマースタディーツアー 

活動時期：2019年４月～2020年３月 

 

２）団 体 名：日本大学松戸歯学部国際保健部（代表者：石澤稿） 

事 業 名：東南アジアにおけるボランティア活動を通した歯科学生の意識調査と学生交流 

事業 

活動時期：2019年４月～2020年３月 

 

助成にあたり、(特活)日本医学歯学情報機構（事務局長：夏目長門）より資金援助があった。 

助成対象団体は第 31回 JAICOH学術集会において助成対象事業に関する発表を行う。 
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平成 30(2018)年度決算書 (自平成 30年７月１日～至平成 31年３月 31日) 

歳入の部     

款 項 
平成 30年度 

歳入予算 

平成 30年度 

歳入実績 
備考 

会費 正会員 ¥150,000  ¥240,000  

正会員 48件（2016年度 2

件、2017年度 12件、2018

年度 34件） 

  賛助会員 ¥100,000  ¥80,000  
賛助会員 8件（2018年度

8件） 

  その他 ¥0  ¥2,000  
学生会員 1件（2018 年度

1件） 

  小計 ¥250,000  ¥322,000    

寄付金 事務局関係 ¥20,000  ¥0   

  
シーズプロジ

ェクト 
¥100  ¥101,000  

日本医学歯学情報機構

（夏目長門）、相田潤 

  その他 ¥0  ¥1,000  相田潤 

  小計 ¥20,100  ¥102,000    

雑収入 
ニュースレタ

ー広告料 
¥100  ¥0    

  研修会参加費 ¥50,000  ¥22,000  開催 1回（2019.03.31） 

  銀行利子 ¥100  ¥0    

  その他 ¥100  ¥0   

  助成金 ¥0  ¥0    

  小計 ¥50,300  ¥22,000    

小計  \320,400 \446,000  

前年度繰越金   ¥1,409,460  ¥1,409,460   

歳入の合計   ¥1,729,860  ¥1,855,460    
     

歳出の部     

款 項 
平成 30年度 

歳出予算 

平成 30年度 

歳出実績 
備考 

会議費 役員会 ¥15,000  ¥1,236  開催 1回（2018.06.30） 

  
総会・学術集

会 
¥100,000  ¥100,000  JAICOH30補助 

  会場借上料 ¥5,000  ¥0   

  小計 ¥120,000  ¥101,236    
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事務費 通信費 ¥5,000  ¥10,455  
郵送料（会報 No.02、会長

印鑑） 

  印刷費 ¥50,000  ¥24,084  会報 No.02 

  消耗品費 ¥2,000  ¥0    

  小計 ¥57,000  ¥34,539    

事業費 研修会 ¥120,000  ¥93,826  

講師料 50,000円×1名、

会場費 29,484 円、DM 

14,342 円 (2019.03.31) 

  広報事業 ¥10,000  ¥5,142  ホームページ維持費用 

  
シーズプロジ

ェクト 
¥100,000  ¥0    

  小計 ¥230,000  ¥98,968    

渉外費   ¥100  ¥0    

備品費   ¥100  ¥12,804  会長印鑑 

積立金   ¥100  ¥0    

予備費   ¥5,000  ¥102,888  
JAICOH30周年記念事業準

備金、払込手数料 

小計  \412,300 \350,435  

次年度繰越金   ¥1,317,560  ¥1,505,025    

歳出の合計   ¥1,729,860  ¥1,855,460    

 

監査報告書 

歯科保健医療国際協力協議会 

会長 宮田 隆 殿 

監査の結果を下記のとおり報告いたします。 

記 

平成３０（２０１８）年度（平成３０年７月１日から平成３１年３月３１日まで）の事業報告書、

決算書および附属証拠書類を精査した結果、適正かつ正確に処理、記載されていることを認める。 

以上 

令和１年７月７日 
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会費納入をお願いします！ 

ニュースレター・NGOダイレクトリーによる国際歯科保健医療協力に関わる情報提供など、本会

の事業は皆様から納入いただく会費によって運営されています。つきましては、会費納入にご協

力賜りたくお願い申し上げます。 

年会費は、正会員：5,000円／年、賛助会員：一口10,000円／年、学生会員：無料（登録制）で

す。JAICOHの年度は４月１日から３月31日です。 

会費納入先（郵便振替）  口座；００１４０－９－５９９６０１ 

名称；歯科保健医療国際協力協議会 

他金融機関からの振込用口座番号 

〇一九（ゼロイチキュウ）店（019）当座；０５９９６０１ 

 

メーリングリスト（JAICOH－ML）に登録・投稿してください！！ 

JAICOH では、歯科保健分野における国際協力や地域保健に関するメーリングリスト（JAICOH-ML）

を運用しています。JAICOH 会員の方はもちろん、JAICOH 会員ではなくても、登録することができ

ます。情報交換や、各種研修会等のお知らせにも使用しておりますので、各団体の活動報告や参加

メンバー募集、学生向けのスタディーツアーへの募集のお知らせなどに、ぜひご利用ください。 

なお、この ML には、JAICOH 会員に限らず、歯科保健分野における国際協力、国際保健、地域保

健に関心のある方は誰でも無料で登録が可能です。歯科医師や歯科衛生士だけではなく、他の医療

職、医療と直接関係ない方や学生も OKです。 

ML 登録をご希望の方や問い合わせは、１．氏名、２．所属、３．メールアドレスを、JAICOH事務

局 ML 担当・門井謙典（jaicoh-admin@umin.ac.jp）まで送信ください。数日で手続きいたします。

よろしくお願いいたします。 

 

 

 
７月６日（土）・７日（日）に、第 30 回 JAICOH 総会・学術集会が東京・水

道橋の東京歯科大学で開催されました。大会長は東京歯科大学衛生学講座名誉

教授・眞木吉信先生、特別企画としてミャンマーおよびラオスから講師をお招

きし講演が行われました。また、大会長講演と教育シンポジウムでは、眞木先

生と東京歯科大学国際医療研究会 OB の先生から後輩へ、経験に基づいた国際

協力に関する助言が様々ありました。多くの一般演題もあり、日本全土から国

際協力で活躍する方々が集まり、盛大に行われました。お集まりいただいた皆

様、ご支援くださった方々、ありがとうございました。 

運営方針へのご意見がありましたらお寄せください。よろしくお願いいたし

ます（竹内）。 


